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ある.15つの夜IJ . l つの夜より5倍患、。 J I京事iιついて言葉で:~-5ζ
とと言葉を禽べることは等しし'.Jrマッチを1本探ると手が2倍におりマ
ッチを2本擦ると足が4情にむり、マシチを3本擦ると体自宇が8憶におり ・こ
うして1恕乙ちは世界の救j事に出かける.J
意識緊張が身体緊張に連動することがありこの連動性仁量虐かける
ことを治療とする方;ま1.成立する。{巨立精悟策の動術軍;去F曹、識緊~を解
除するE乱、に易協ゎ緊張から介1する，
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意識の働き4
4)意識はみすから自身を組織{也、みずからをそれとしてーゥの状態と
して維持しようとする.この布、も半側帯視につむがる.急性異形コ過湖怖
態とレての宇側無視である。(↑臨期半開j無視と(J 賓品性格をもっ。)
この組織化カ働きを回復するために(J.意識の作動速度を還くすること
が寄与する.そのとき呼吸を活用する。
1分間に2度程度の呼吸数にする.そうすると意識そのものの輔郭がくっ
きりと法かび上がり、また世界の給郭がくqきりと浮かびょがる.大野-
.1m身体表現や舞台rlJ匂風臼l太田省吾iで試みたのが意識の速度
を遅くすることである.
臨済宗の座禅では意誌の遅延を極限的{こ活用する。そのとき何度も繰
り返し幻覚・幻聴がでる。西国幾多量Eが活用したのはこの経験であるA
意識の働き6
• 6)意2識はそれじたいが出現することが世界(ぷ猷売さになることだ
とする胤、ょうのなさをもっ。ことに世界の現れと地続きである.(この
点をフッサ Jレが活用して現象学を打ち立てた.)
ところが現れはほ二り寄るような感激働皇性〉や疎遠・櫛酉の掛封
書似性めをしる乙と自首ある。ιヨJた事象を現象学の内部て扱うこと
は翼tしl¥
・ また意識は変化するさい同南時(こ再編されるが、再編の曜礼か知
りよ訪ねい。窓樹立自分自身の変イロこ喜四であり働きの-%孔か
知りょうがない。ブロセスのさな力可こあるものは、ブロセスのさなかで
何が延:きて1唱力法知りょうあミなくプロセスのさな力、力調整侭っきJ
を行う二とができるだけである.
フッサールの言う「原京韻Jは過度に認;総如何アスで取り出されて
いるe
意識の活用
- 曹、識を有効に活用するためiこはも意織の知る世障ではなく、 本来の「行
為としての意識」の世話ぎを活用する.反省や自園町Lすでにして殿北であ
る。
1)注曹の分散の場所としての意術コ働音、分散のさむかでの連動コ働
ぎがある。{デ斗7)レ・3旨スウ)
2)意識の速度を遅くする。それによって自分自身との隙間を関心 1この
m~助ヲ活用法の一つが1見重量学的還元である.)あるいは速度に玄化を付
ける.それによゥて脳4斡皇孫の選択性を関、
8)繁lF<-弛維のライン!こ多くのF郊皆を作り緊張を つの制御変数として
，重用する.(強度の共振)
意識の働き5
5.)意詰ねみずからの働きを感じ取る。オー トレフフレンス力、ら、セW7レ
77レツスまで幅瓜、スJりをもっ。{チャーマーズのうアオリアのその一つ
である.J
自己意識{意常の意識意織についての意識)と(J、本来意識の世主きを感
じ取ることで晶り、その大半が「気づき」である。つまり調整能力である.レ
かしむがら自己認識(自分で自分のことを知るにとにむぞらえて、自己意
識を理員孔てきた近代の経鴻がある。
・ 自敗(J自分のことを知ることではなく働きを賊二取ることをつ弐Jて
調整能力を高める乙とである.
w，:知運動瓶、去の箆知の大半は、行為の起動のための選択的手掛かりを
獲得することであり.動作の内感としτ調整能力を細分化することである
@制御変数在内自'J，外的に獲得することである。
意識の誤用
1)意lV，J焦点、的機能化(焦帯化すれば、焦点イtL-たことし力、改善しない.
ポパ」スからの批判L介入箇所に意識経験を向けてはいけない.
2)物に触る乳、1よ触ってL、る身体{こ意t絞情11ることは、身体の緊張
を高的‘身体の動きの形成を変容させる.自己箆識こそ、筋*、である.
触覚性感覚発達ドライヴ記憶動作等々(;1、意i動1隠れる分fこけ、
有効に形感詰れる。これら(;1溜在的に1:1経験のほと人どの圏域で晶る。
薯1龍h'身を号1<限りで最も良く形成される積域がある.
・ 8)意識はつねに過度に「前に向き過ぎており」何かを誘導するように感
じられる，そのため意識から行為を誘導することはつねにB鼠車、である
過度に前{こ日]き過ぎている意識を中和するには両日良を鼻の周辺に集
めて賓の後ろ力、ら他人の視線がやってピるようにイメージする.
